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子会社の業績予想の修正に関するお知らせ 

(株式会社 ユアサ コーポレーション分) 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、当社子会社である株式会社 ユアサ コーポレーションが、平成１５

年１１月１０日の中間決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．平成１６年３月期業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 60,000 900 500 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 59,000 1,000 130 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 100 △370 

増 減 率            （％） △1.7 11.1 △74.0 

（ご参考） 
前期実績(平成 15 年 3 月期) 

61,703 778 481 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）0 円 73 銭 

 
２．平成１６年３月期連結業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 133,000 3,000 1,000 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 131,000 1,260 △1,550 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,000 △1,740 △2,550 

増 減 率            （％） △1.5 △58.0 - 

（ご参考） 
前期実績(平成 15 年 3 月期) 

132,213 2,998 1,257 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）△ 8 円 76 銭 

 



３．修正の理由 

（１）単独の業績 

 売上高は、電池･電源システム部門全般におきまして、販売価格の低下が続く中、物量面で

は下半期に増加に転じたものの、上半期の冷夏による需要の落ち込み等の影響が大きく減収

となりました。 

一方、損益につきましては、受取配当金の増加がありましたが、売上高の減少が大きく影

響し、減益となりました。 

（２）連結の業績 

売上高は、海外につきましてはアジアを中心として増加しましたが、国内につきまし

ては販売価格の低下により減少したため、全体として減収となりました。 

一方、損益につきましても、アジアを中心に海外子会社の業績は順調に推移しましたが、

国内での業績低迷により、コスト削減が売価下落を補うことができなかったため、全体とし

て減益となりました。 

以 上 


